
録範囲などの情報を反映するため，KOSMOSII-

OPACの電子ジャーナルデータも月 1回の頻度で

更新される。

タイトル管理の基盤ができたら，いよいよ電子

ジャーナルのタイトル情報と雑誌論文・記事情報を

つなぐことが可能になる。Link Resolver 機能によっ

て，利用者は記事検索から電子ジャーナル本文へ直

接導かれることになる。この機能をOPACに持たせ

るため，EBSCOが提供する“LinkSource”にA-to-

Z のタイトル情報を登録する試みを既に開始した。1）

さらなる課題としては，電子ジャーナルの契約情

報の管理基盤を構築することが挙げられる。EBSCO

A-to-Z はタイトル情報を管理することができるが

支払い業務とは連動していない。電子ジャーナルの

契約単位はタイトル毎の場合もあれば，1契約で数

百タイトルというパッケージ契約の場合もある。そ

の 1契約を複数の地区で支払い分担することが多

い。また，冊子体と異なり実体のないサービスのた

め，閲覧範囲，二次使用の条件，アーカイブ保証と

いった利用契約内容が重要である。これらを現行の

業務用雑誌システムKOHEI によって冊子体と同様

に管理することは困難である。そこで契約情報の基

本データを作成するため，2004 年より，発注支払情

報を一覧する「電子ジャーナル�データベース契約一

覧」と契約内容を記した「電子ジャーナル契約管理

票」の作成を開始した。契約情報も本部が統括する

ことにより全学で情報を共有することが期待でき

る。

5．おわりに

電子ジャーナル導入後 5年以上が経過したが，毎

年変化する提供方法，価格体系，コンソーシアム参

加などの状況に応じて，受け入れ側は今もなお模索

状態が続いている。その一方で大学図書館の主要な

コレクションである学術雑誌の電子媒体への移行は

加速し，電子ジャーナルの存在は，すでに図書館業

務に様々な影響をもたらしている。特に図書予算，

リソースシェアリング，書庫計画などの今後の展開

を考える上で電子ジャーナルの存在を無視すること

はできない。

電子ジャーナルを利用者へよりよい形で提供して

いくためには，今後変化していくどのような状況へ

も対応できるように電子ジャーナル管理体制の整備

をさらに推進していくことが必要と思われる。
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内 容：『子どもたちの物語―啓蒙・教訓・お伽ばなし―』

慶應義塾図書館蔵本を中心に，高橋誠一郎コレクションや慶應義塾幼稚舎山田文庫等の協力を得て，

浮世絵や書物を展開し，子ども達が物語る．お伽ばなし・児童演劇関係者ほか，福澤諭吉らが著し

た児童向け啓蒙書なども展示した．来場者は 1,700 名．

主 催：慶應義塾図書館

協 賛：丸善株式会社

会 期：2004 年 1 月 26 日（月）～1月 31 日（土）

会 場：丸善・日本橋店 4階ギャラリー

講演会：1月 26 日（月）「児童読物の流れ―啓蒙・教訓・お伽ばなし」文学部教授 関場 武

1月 27 日（火）「児童図書の落し穴―グリムとアンデルセン」名誉教授 宮下 啓三

1月 28 日（水）「現代の絵本と物語絵の流れ」 福音館書店相談役 松居 直

1月 29 日（木）「今語る実語教」 名誉教諭 吉村 洪

1月 30 日（金）「福澤諭吉の年少向け著訳」 名誉教諭 中川 眞弥
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